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の
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著
者
は
レ
プ
ラ
患
者
の
結
節
を
無
菌
的
に
取
塾
、
そ
れ
を
リ
ン
ゲ
ル

氏
液
内
に
入
れ
之
を
細
か
く
切
り
Ω
ミ
惹
N
氏
瓶
及
被
蓋
硝
子
式
に
培
養

せ
り
。

培
養
基
は
ヘ
パ
リ
ン
三
川
家
兎
血
將
％
及
へ
。
ハ
リ
ン
知
人
血
漿
と
を
等
分
に

混
合
し
之
に
二
〇
⊥
二
〇
％
の
人
胎
児
（
二
、
三
ケ
月
の
胎
見
）
液
を

混
じ
た
め
．
。

網
点
培
養
基
と
し
て
胎
汗
を
加
へ
た
る
タ
イ
ロ
、
ド
液
を
加
へ
四
一
五

玉
目
に
液
罷
を
交
換
し
、
之
を
艀
竈
内
に
入
れ
て
培
養
せ
り
。

最
も
よ
き
生
長
は
家
兎
及
人
血
漿
を
用
ぴ
た
る
も
の
な
り
。

レ
プ
ラ
菌
の
獲
育
は
極
め
て
徐
々
に
し
て
結
締
織
及
游
走
細
胞
が
増
殖

す
、
帥
ち
五
時
間
後
に
其
組
織
片
よ
り
種
々
の
形
を
示
す
小
細
胞
が
澁

出
し
廿
四
時
聞
目
に
は
紡
錘
形
細
胞
出
現
す
。

二
日
目
に
は
主
と
し
て
游
走
細
胞
が
現
は
れ
、
組
織
片
よ
り
放
線
的
に
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結
締
織
細
胞
が
増
殖
を
始
め
、
殊
に
大
回
細
胞
は
非
常
に
多
敬
に
現
は

る
、
此
の
大
喰
細
胞
内
に
は
レ
プ
ラ
菌
が
含
ま
れ
”
其
の
多
く
は
」
培
養
基

の
織
維
素
が
と
け
た
部
分
に
浮
び
居
れ
り
。

五
一
六
口
の
培
養
に
於
て
之
等
の
大
匠
細
胞
が
融
合
す
る
事
に
よ
り
多

核
頁
大
細
胞
が
形
成
せ
ら
る
、
而
し
て
レ
プ
ラ
菌
は
之
等
の
大
喰
細
胞

内
に
あ
る
が
倫
細
胞
外
に
も
あ
り
。

十
日
目
の
培
養
に
於
て
培
養
基
が
漏
濁
を
始
む
．
既
部
分
に
は
多
勲
の

レ
プ
ラ
菌
の
遊
離
せ
る
を
見
る
。

　
此
の
時
期
に
今
迄
結
締
織
形
成
細
胞
の
如
く
に
見
え
し
も
の
が
大
喰

細
胞
に
攣
る
。
爾
三
週
間
を
経
過
す
る
も
細
胞
は
レ
プ
ラ
菌
と
共
に
生

活
し
、
か
く
の
如
く
に
し
て
レ
プ
ラ
菌
は
細
胞
外
に
て
も
増
殖
を
つ
璽

け
増
殖
が
は
げ
し
き
時
は
細
胞
は
壌
死
す
る
に
至
る
。
術
之
等
の
菌
は

マ
ー
ニ
ケ
月
聞
血
漿
内
に
生
存
し
、
大
な
る
集
團
を
形
成
し
、
遽
に
は

ヂ
フ
テ
リ
ー
菌
の
如
き
形
に
な
る
も
依
然
と
し
て
抗
酸
性
を
有
す
。

閑
。
≧
同
。
ノ
覇
与
は
斯
か
る
も
の
は
抗
酸
性
を
失
ふ
と
述
べ
し
も
薯
者
は

夫
を
江
豚
せ
す
、
然
し
集
絡
を
形
成
す
る
事
．
も
な
し
と
云
へ
夢
。
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驚
く
の
如
く
血
漿
内
に
増
殖
せ
る
レ
プ
ラ
菌
を
普
通
の
増
養
基
に
増
殖

す
る
事
を
試
み
し
も
成
績
不
良
に
亘
り
た
ρ
。
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謄
下
垂
膿
前
葉
の
ホ
ル
モ
ン
に
就
て
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走
者
は
臓
下
垂
罷
前
葉
内
に
は
卵
災
の
濾
胞
を
成
熱
ぜ
し
む
る
ホ
ル
モ

ン
を
認
め
、
之
を
中
9
碧
b
と
稻
し
、
グ
テ
ー
プ
氏
胞
が
破
ぶ
れ
て

か
ら
黄
醒
細
胞
が
出
現
す
る
の
は
こ
の
前
葉
内
軍
9
昏
劇
な
る
ホ
ル

モ
ン
が
あ
る
爲
め
と
認
め
た
、
こ
れ
等
の
事
實
を
生
れ
て
か
ら
四
一
五

週
間
を
維
過
し
た
三
〇
一
三
五
瓦
雌
大
黒
鼠
と
．
ハ
ッ
カ
鼠
に
此
等
の
藥

物
を
注
射
し
て
其
膣
上
皮
の
攣
化
並
に
病
理
解
剖
的
に
子
宮
、
卵
集
を

細
卜
し
て
判
回
し
た
が
、
卵
集
を
摘
出
し
た
鼠
で
は
此
等
の
三
物
を
注

入
し
て
も
膣
上
皮
に
何
等
の
羽
化
が
起
ら
な
い
、
叉
前
葉
内
に
は
罷
を

成
長
せ
し
む
る
ホ
ル
モ
ン
は
含
ん
で
み
な
い
。
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＝
二

き
奪
三
宝
参
詣
δ
磁
位
ξ
）
に
よ
る
腸

チ
フ
ス
の
化
學
療
法

勢
ミ
●
雨
蓮

腸
チ
フ
ス
の
療
法
は
在
來
、
三
三
的
に
し
て
特
種
の
薬
物
的
療
法
が
な

い
、
著
者
は
ゆ
鼻
】
μ
ξ
を
以
て
腸
チ
フ
ス
及
び
パ
ラ
チ
フ
ス
の
三
十
七

例
を
治
療
し
た
。
此
方
法
は
騙
徽
療
法
の
如
く
三
蛯
を
慰
筋
内
に
注
射

す
る
普
通
は
二
目
を
隔
い
て
、
重
症
は
一
日
隔
て
之
を
行
っ
た
が
、
不

快
な
る
副
作
用
を
認
め
な
か
っ
た
、
先
づ
こ
の
注
射
に
よ
ゆ
て
下
熱
が

速
で
あ
る
、
上
記
の
治
療
せ
る
内
で
六
八
・
八
％
に
愛
器
剤
の
効
果
が

あ
っ
た
が
、
三
一
・
四
％
は
其
作
用
が
明
で
な
か
っ
た
，
一
而
し
て
こ
の

々
愚
冨
ξ
が
他
の
傳
染
病
に
も
こ
の
や
う
な
効
果
が
あ
る
か
否
や
は
實

験
し
て
お
ら
ぬ
が
著
者
は
こ
れ
を
化
學
的
療
法
と
考
へ
て
る
る
。
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網
状
赤
血
球
の
数
量
を
定
む
る
法
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生
理
的
食
三
水
に
し
d
円
三
讐
雫
因
巳
①
い
覧
三
円
μ
を
一
％
の
割
に
溶
か
し
，
其

二
五
蛇
内
に
血
液
（
静
脈
血
）
○
・
一
粍
を
混
合
し
、
之
を
載
物
硝
子
或


